
 杉並区民新聞 2025 年９月号外 杉並区民新聞社 本天沼 2-15-12 日本共産党杉並地区委員会の見解を紹介します。 

区民のくらし・福祉支える 

 介護・障害施設へ物価高騰対策など補正予算提案へ  

 
  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

８月２３日、 

荻窪タウンセ 

ブン前で、後 

援会のみなさ 

んと「差別・ 

排外主義をあ 

おる政治を許 

さない」宣伝 

を行いました。 

「外国人優遇」 

は根拠なし 分断持ち込む政治にＮＯ 

 参院選では自民・公明が大敗し、衆議院

でも与党が過半数割れに追い込まれまし

た。７日に石破首相が退陣表明しました

が、自民党全体の責任が問われています。 

一方、外国人を敵視・差別する排外主義、

極端な右翼的潮流が議席と得票を伸ばし

たことは、日本社会にとって大問題です。 

街頭宣伝への街の反応は 

 宣伝では、若い女性がビラとしんぶん赤

旗の見本紙を受け取り、友達と見ながら歩

いていきました。子どもの手をひいた若い

お父さんや中学生も受け取りました。 

「炎天下、『差別分断許しません』のプ

ラカを掲げ、参政党の問題点指摘や小池都

知事への追悼文要請のことが盛り込まれ

たチラシを配布していて、心強く思いまし

た。」とＳＮＳにアップしてくれた方もい

ました。 

都知事は朝鮮人虐殺の追悼文を送れ 

 ８月１８日、日本共産党東京都議団、「立

憲民主党・ミライ会議・生活者ネットワー

ク・無所属の会」、「グリーンな東京」の３

会派は、関東大震災での朝鮮人虐殺に対す

 

2025 年９月号 

日本共産党 前杉並区議会議員 
誰もが尊厳を持って生きられる社会へ 

 日本共産党は差別・排外主義を煽る政治を許しません  
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

９月２日、岸本区

長は、杉並区議会第 

３回定例会に先立ち 

記者会見を行い、一 

般会計補正予算（第 

３号）案を発表しま 

した。 

介護・障害などの

福祉施設は、国や都の補助金を主な収入源

として運営していますが、物価高騰には柔

軟に対応することが難しいのが現実です。 

補正予算案では、国や都の助成の対象外

の介護サービス事業所 615 所、障害者通所

施設 60所に対し、区独自で食材費・光熱費

等を助成する方針が打ち出されました。① 

関係者からは喜びや期待の声が寄せられ

ています。 

高齢者スマホ購入助成 

 高齢者のスマホ所有率は増加傾向です

が、未所有者も一定数います。都の制度を

活用し、65歳以上で初めてスマホを購入す

る方を対象に３万円まで購入費を助成しま

す。合わせて、４カ所の地域区民センター

で「デジタルデバイド（ＩＣＴの利用によ

る情報格差）相談窓口」も開設します。② 

児童養護施設等を離れる子どもを支援 

 杉並区には、都内最多の５つの児童養護

施設や里親など、社会的養護のもとで生活

する 200人超の子どもたちがいます。施設

退所後には、経済的・心理的にも自立を求

められます。 

 令和６年度から、ふるさと納税による寄

附金を活用し一人 20 万円までの自立支度

金を給付しています。今回新たに、「杉並区

児童養護施設退所者等応援基金」を設置し、

寄付者の思いと子どもたちの社会的自立支

援に活用できるよう制度化します。③ 

教育費では、現在改築中の中瀬中学校の

追加工事費も計上されています。④ 

補正予算案は、９月９日から始まる第３

回杉並区議会定例会で審議されます。 

X（旧 Twitter）ID： 

る追悼文の送付を求め、小池都知事に申し

入れを行いました。 

 毎年９月１日には横網町公園で関東大震

災朝鮮人犠牲者追悼式典が行われ、歴代都

知事は追悼文を送ってきましたが、小池都

知事は就任翌年の２０１７年以降、送って

いません。極右と言われた石原都知事でさ

え追悼文を送っています。小池都知事の態

度はヘイトスピーチをあおる可能性もあ

り、歴史認識が問われるものです。 

極右・排外主義について学習会を開催 

 日本共産党の宮本徹・前衆議院議員は、

YouTube で参政党の実態を告発した「参政

党調べてみた」シリーズを４回発信。10万

回以上再生され注目を集め 

ています。右の二次元コー 

ドからアクセスできますの 

で、一度ご覧ください。 

９月２１日には、宮本徹さんを講師に、

「極右排外主義」をテーマにした学習会を

行います。ぜひご参加ください。 

  

 

 

補正予算(第３号)の概要 

総額 110億 3,445万円（２８事業） 

■介護・障害者施設への食材費・光熱費等助成

（区独自財源）①          約 7,378万円 

■介護現場のケアプランデータ連携システムの

導入の推進             約 2,200万円 

■高齢者のマートフォン購入助成② 

約 1,883万円 

■児童養護施設退所者等応援基金の設置③          

約 1,019万円 

■荻窪南第一自転車駐車場へのキャッシュレス

決済の導入                約 89万円 

■中瀬中学校の改築の追加工事費など④ 

約１億 9,040万円 

 

 

 

 

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

災害や空き巣などに備えて 

 「防災・防犯そなえよう すぎなみ選べるカタログ」 配布  

８月５日より、杉並区は、 

防災・防犯用品のカタログ 

冊子（右写真・色は黄色） 

の全世帯への送付を始めて 

います。 

冊子には、３千円相当の 

防災・防犯用品８２品が掲 

載されており、その中から、 

各世帯で必要なものを１つ 

無料で選べます。我が家に 

はお盆頃にカタログ冊子が 

届きました。 

申し込みの流れ 

①世帯主宛に、カタログ冊子が８月５日～

９月中旬頃に届きます。（６月２日～８月

３１日に転入した世帯には１０月中旬頃

までに届きます。） 

②今年の１１月３０日までに専用ＷＥＢサ

イトか、同封のハガキで申し込みます。 

③申し込みからご自宅に届くまで、４カ月

程かかります。（１２月１日～来年３月３

１日までの間に届きます。配送料などは

かかりません。） 

防災・防犯のお立ち情報も 

冊子には、首都直下型地震や強盗・特殊

詐欺などの犯罪から区民の命と財産を守る

ため、杉並区内の避難所情報や、避難行動、

災害備蓄品などのアドバイス、住宅の耐震・

不燃化などの助成制度も掲載しています。 

日頃からの備えのために、ぜひご家庭や

職場などで確認し、活用してください。 

ご不明な点は、右のコールセンターか区

役所の防災課までお問い合わせください。 

震災救援所の訓練に参加してみよう 

９月頃から、みなさんのお近くの震災救

援所(区立小中学など)でも訓練が開催さ

れると思います。 

各震災救援所では、災害時に備えて様々

な訓練を実施しています。普段、震災救援

所に関わらない方でも、自分が避難するか

もしれない震災救援所がどのような活動

を行っているか見ることができます。みな

さんもぜひ参加してみてください。 

訓練の開催予定は、区の 

ＨＰ(随時更新)でご確認く 

ださい。右の二次元コード 

からご覧になれます。 

杉並区は、鉄道の連続立体交差化を契機

とした下井草駅周辺のまちづくりについ

て、幅広い世代の住民と意見交換するため、

昨年度に引き続き（仮称）下井草まちづく

りラボを開催します。 

今年度は９月２７日から始まり、１月ま

で全４回の予定。（昨年度からの引き続きの

開催ため、初回を第７回としています。） 

今年度は、昨年度に意見の多かった「旧

早稲田通りの安全化」など、テーマ別にま

ちづくりの方向性の検討を進める内容を企

画中とのことです。 

地域の住民意見とまちの課題 

 下井草駅周辺まちづくりは、西武新宿線

の連続立体交差化と切っても切れない関係

です。そして、東京都も杉並区も、まちづ

くりにはもっと住民の声を反映させること 

が大切 

です。 

私は、昨年のまちづくりラボで参加者か

ら出された声をもとに、原田あきら都議と

連携し、６月の都議選で「安易な高架化や

駅前開発ではなく住民参加でまちづくり

を！」として 

◆「西武線は地下化へ」の住民の声を都政

区政に届ける 

◆旧早稲田通りの歩道の危険な段差の解消 

◆ホームドアを西武線３駅にも設置する 

などの政策をうったえました。 

見学してみませんか？ 

 まちづくりラボはどなたでも見学・傍聴

することができます。これまでの区の「下

井草駅周辺まちづくり」の取り組みやまち

づくりニュースは区のＨＰに掲載されてい

ます。左の二次元コードからご覧下さい。 

原田マハの小説「風のマジム」を読んで

います。沖縄の南大東島のサトウキビを使ったラム酒を作ると

いう話で、読んでいるうちに南大東には行ったことがないの

に、その情景や島の人との会話が浮かぶようで癒されます。さ

すが原田マハの描写力…と感心。今月から映画も始まるそう

で、沖縄では５日から先行上映されています。 

そして、主人公のマジム役は NHK の「虎に翼」 

でおなじみの伊藤沙莉です。東京でも１２日～ス 

タートするので、観にいきたいと思っています。  

 (仮称)下井草まちづくりラボが９月～１月に開催されます  

【あきこの部屋】  

 

 

 
杉並区防災・防犯用品配布事業 

コールセンター 

☎ ０１２０-６５１-０２５ 
月～金 午前９時～午後５時 

※土・日・祝日を除く 

※杉並区役所西棟６階の防災課の前にも

相談窓口を設置します。 

 

 

昨年のまちづくりラボで 

使われた駅周辺の模型 

まちづくりラボ開催日程 

第７回 令和７年９月２７日（土） 

第８回  〃 １０月２５日（土） 

第９回  〃 １２月 ６日（土） 

第１０回 令和８年１月１０日（土） 

※時間は午前９時～１２時 

※会場は桃井第五小学校体育館 
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